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学齢期の子どもの家庭学習・授業態度を子どもの気質と
母親の介入態度との観点から考える

水野里恵（中京大学）

キーワード：学習態度，気質，介入態度

問 題

情動反応性の気質特性としての「行動的抑制傾

向（扁桃体が生理基盤）」・「接近快活性（線条体が

生理基盤）」と情動制御性の気質特性としての「エ

フォートフル・コントロール（前部帯状回・前頭

前野が生理基盤）」に焦点を絞り，それらの気質的

個人差が，対人場面・学業場面での自己制御行動

とどのように関連しているのかを明らかにするの

が本研究の目的である。

方 法

年生まれの第一子の子どもとその母親に

回答を求めるウェブ調査を実施し， 名から回

答を得た 年 月 。調査内容は，子どもの家

庭学習・授業態度（子どもが回答），母親回答によ

る子どもの気質測定，子どもの勉強への母親の介

入態度，母親認識による子どもの算数勉強法，で

ある。子どもの気質は

を翻訳して使用した。

使用した気質次元は， ，

， ，

， ，

， ，

，

， である 段階評定 。

親による介入・日常的サポートは高柳 の

行った質問紙調査において有効だった質問項目を

参考に作成した（ 段階評定）。子どもの学習態度

は苅谷 の質問紙調査を参考に作成した（

段階評定）。算数の学習方略は

を参考に，対象が日

本の小学校低学年である事を踏まえた上で検討を

行い作成した（ 段階評定）。

結果・考察

尺度得点の算出

の 次元尺度についての確認的因子分析

の結果，

の つの因子で構

成された。この結果に基づき，上位気質次元尺度

（ ）の得点を算出した。

親による勉強への介入態度・日常的支援態度につ

いては成績圧力支援尺度・一緒に勉強支援尺度・

励まし尺度・日常的支援尺度の 尺度得点を，子

どもの学習態度は家庭学習尺度・授業態度尺度，

算数の学習方略は自己調整学習尺度・集中環境配

慮方略尺度の 尺度得点を算出した。

子どもの学習態度・算数勉強方略

子どもの学習態度や算数の勉強法が子どもの気

質や母親の介入態度・支援と関連しているかを検

討するため，尺度相関を求めた（ ）。その結

果，自分から家庭学習に進んで取り組む態度や授

業に熱心に取り組む態度の子どもほど，エフォー

トフル・コントロールが高く，母親が日常的支援

をすることが多いこと，勉強の時にそばにいるこ

とや励ましたり慰めたりすることが多いこと，成

績を他者と比較したりよい成績を取るよう圧力を

かけることは少ないことがわかった。また，情動

反応性に係る気質的個人差は，意見を言ったり先

生に尋ねたりする学習態度に関連していた。効率

的な算数勉強方略には母親の成績圧力型支援がプ

ラスに働いていることが示唆された。

付 記

本研究は，科学研究費助成（課題番号 ）

を受けて実施した。

家庭学習態度 授業態度 積極的取り組み 自己調整学習 集中環境配慮方略

母親 成績圧力型支援

母親 一緒に勉強型支援

母親 励まし・なぐさめ型支援

母親 日常的支援

子ども回答 母親回答

Table1 子どもの学習態度・勉強方略と子どもの気質・母親による子どもの勉強への介入態度・日常的支援との相関
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幼児期の情動発達と行動特徴との関連に関する研究（ ）
―情動発達と 傾向との関連―
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問題と目的

本研究は，幼児期から児童期における情動発達の

アセスメント・スケールを開発することを目的とし

た研究の一部である。本報告では，研究２で抽出さ

れた幼児の行動特徴と情動発達との関連を明らか

にすることを目的とした。

方 法

１．調査対象：研究１に同じ。

２．調査時期：研究１に同じ。

３．調査内容：（１）情動発達：研究１に同じ。

（２）行動特性：研究１に同じ。このうち本報告で

は研究２で抽出された つの因子（【 傾向】【

傾向】）のうち， 傾向の行動特徴を示す幼児の情

動発達について検討した。 傾向で抽出された６

項目の行動特徴の平均得点が３以上の幼児を高群

（ ＝ ），３未満の幼児を低群（ ＝ ）として群

分けし検討した。

結果と考察

情動発達の領域別得点において 傾向の高群と

低群との差を検討するために 検定を行った。その

結果＜表現（表情）＞以外の６領域において統計的

に有意な差がみられた。さらに 領域の情動発達項

目（ 項目）において項目別にｔ検定を行った結果、

＜表現（表情）＞の「怒っていることを表情で表現

する」「悲しんでいることを表情で表現する」以外

の項目において統計的に有意な差がみられた

（ ）。項目別にみると＜理解＞と＜共感＞の

領域の項目の差が大きく，＜抑制＞の領域では否定

的な情動の抑制に関する項目の差が大きかった。

以上のことから， 傾向の高い幼児は他者の情動

を理解することや他者の情動に共感することに難

しさを持つことが明らかとなった。また肯定的な情

動を表現することが難しい一方で，否定的な情動は

抑えることが難しい傾向にあることも示唆された。

付 記

なお，本研究は科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）

「幼児期・児童期の情動発達アセスメント・スケー

ルの開発と保育・教育への応用」（研究代表：本郷一

夫）の助成を受けて行われた。

項目別得点

領域 項目
ASD 傾向

高群(A)
ASD 傾向

低群(B)
A-B ｔ値

表現

（表情）

E1 喜んでいることを表情で表現する 4.11 4.40 -0.29 2.95**
E2 怒っていることを表情で表現する 3.91 3.93 -0.02 0.13
E3 悲しんでいることを表情で表現する 4.00 4.06 -0.06 0.49

表現

（言葉）

E4 喜んでいることを言葉で表現する 3.67 4.25 -0.58 5.06***
E5 怒っていることを言葉で表現する 3.39 3.78 -0.39 2.57**
E6 悲しんでいることを言葉で表現する 3.24 3.68 -0.44 2.95**

抑制

E7 うれしい気持ちを抑える 2.09 2.38 -0.29 2.09*
E8 怒っている気持ちを抑える 2.19 2.75 -0.56 4.33***
E9 悲しい気持ちを抑える 2.28 2.78 -0.50 4.06***

誇り・恥
E10 自分ができることに誇りをもっている 3.50 4.11 -0.61 5.13***
E11 自分ができないことを恥じている 3.11 3.45 -0.34 2.45*

理解

E12 友だちのうれしい気持ちがわかる 3.43 4.02 -0.59 5.52***
E13 友だちの怒っている気持ちがわかる 3.17 3.84 -0.67 5.72***
E14 友だちの悲しい気持ちがわかる 3.13 3.81 -0.68 5.73***

共感

E15 友だちのうれしい気持ちを自分のことのように感じる 2.96 3.57 -0.61 4.35***
E16 友だちの怒っている気持ちを自分のことのように感じる 2.54 3.10 -0.56 4.45***
E17 友だちの悲しい気持ちを自分のことのように感じる 2.57 3.18 -0.61 4.48***

過敏さ

E18 ちょっとしたことで怖がる 3.09 2.64 0.45 2.50*
E19 ちょっとしたことで嫌な顔をする 3.35 2.66 0.69 4.43***
E20 ちょっとしたことで驚く 3.04 2.50 0.54 3.38**
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